
   ムンプス（おたふくかぜ）ワクチンの定期接種化を求める意見書 

 

 日本耳鼻咽喉科学会が全国５，５６５施設の耳鼻咽喉科を対象に実施したム

ンプスウイルス（流行性耳下腺炎・おたふくかぜ）による難聴に関しての調査

では、２０１５～１６年の２年間で３００人超がムンプス難聴と診断されてい

ることが明らかとなった。 

 ムンプス難聴とは、おたふくかぜの原因であるムンプスウイルスが内耳に感

染し、急性発症する難聴であり、難治性のため聴力のほとんどが奪われてしま

うことが多い。 

 予防接種を受ければ防ぐことができるが、現在、我が国においては任意接種

となっており、加えて、接種費用が約６千円と高額なことや、ムンプスワクチ

ンについての啓発が不十分であるため、接種率は対象者の３割程にとどまって

いる。ムンプスワクチンの定期接種化等により、ムンプスウイルスによって難

聴で苦しむ人を減らすことが求められている。 

 よって、本区議会は、国会及び政府に対し、ムンプスワクチンについての啓

発を強化するとともに、副反応についての対策を講じ、早期に定期接種化する

よう強く求めるものである。 

 以上、地方自治法第９９条の規定に基づき、意見書を提出する。 
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